










































































































































































り、 líiJ校地には独自の図書館(当初の呼称は「京北学院大学園存館泉分館J) が i~~か
れることになった。
a 、~II'J 1.樋キャンパス内に多数分散していた作下部学科の資料室等は、その後2α)4{ド










































































































































































































19 どの時点の誰の判断かは不明だが、言|・肺ij~F にはその後修正が加えられ、 1983 年 3
月の建築開始時には、次のゆりの概嬰となった(以下の数字や引用は、「東北学院
報J25 号く 198311~4月1EI号・>337頁による)。構造は鉄骨鉄筋コンクリー卜造、地
下1階、地上51帯。建築if梢1.183.22rrl、延床臨i献6.722.33rrl。さらに、建築内容を
示す記述の末尾には「金融r{の収蔵能力約 100万ilt・閲覧席数合計760席Ji90周年記
念館との地下辿絡通路(身際者設備j併設)によって相互に通行できるよう配慮され
ている。」という 2つの注記がある。
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